
野菜の消費拡大活動の推進について 

 

平成 20 年 7 月 30 日 

野菜需給協議会 

１ 最近の野菜の卸売価格は、東北・北海道などの主力産地

の生産・出荷が順調である一方、気温の上昇等により消費

が停滞していること等から、特にだいこん、はくさい、レ

タスの価格が下がっています。 

 

２ 産地側としては、計画生産や出荷の調整等の努力を行っ

ていますが、品目によっては出荷すればするほど赤字にな

っています。 

 

３ 野菜を食べて暑さに負けない体作りに資するため、野菜

需給協議会の構成会員は、それぞれの特色を活かし、野菜

の需給動向や優れた機能のＰＲなど消費拡大活動を推進

することとします。 

 

※ 野菜には水分が多く、熱中症対策や脱水症状の予防にもなりま

す。さらにビタミンやミネラル、食物繊維、機能性成分が豊富で

野菜をたっぷりと食べることで体調を整えやすくなります。 


